
日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

荒
井
　
啓
行
　
議
員

設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産

税
の
減
税
な
ど
中
小
企
業
へ
の

支
援
は
必
要
で
あ
る
が
、
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
を
前
提
と
し

た
税
制
改
正
に
伴
っ
て
、
本
条

例
の
対
象
と
な
る
企
業
に
は
補

助
金
支
給
の
面
で
優
先
権
が
付

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

佐
藤
　
文
子
　
議
員

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
は
近

傍
同
種
家
賃
と
し
て
、
駅
か
ら

の
距
離
や
利
便
性
を
重
視
し
て

お
り
、
長
く
居
住
し
て
い
る
方

の
家
賃
が
、
内
装
や
設
備
を
新

し
く
し
た
新
規
入
居
者
の
家
賃

を
上
回
る
逆
転
現
象
が
起
き
て

与
さ
れ
る
な
ど
、
一
部
企
業
の

み
に
特
化
す
る
条
例
で
あ
る
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
の
後
押

し
を
理
由
に
、
労
働
力
維
持
の

費
用
で
あ
る
給
与
所
得
控
除
を

引
き
下
げ
、
基
礎
控
除
に
振
り

替
え
た
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
給
与
所
得
控
除

の
上
限
の
引
き
下
げ
は
勤
労
世

帯
・
中
間
層
へ
の
増
税
に
な
り
、

本
条
例
に
反
対
す
る
。

い
る
。

ま
た
、
住
宅
供
給
公
社
自
治

会
協
議
会
が
昨
年
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、
住
民
の
厳
し

い
経
済
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

昭
島
市
政
に
は
住
民
の
切
実

な
声
に
向
き
合
い
、
不
安
を
解

消
し
、
真
正
面
か
ら
応
え
て
い

く
責
務
が
あ
る
。
本
陳
情
は
採

択
す
べ
き
で
、
不
採
択
と
す
る

委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

結
果
が
下
落
傾
向
に
あ
る
中
で
、

改
定
サ
イ
ク
ル
の
違
い
に
よ
り

起
き
た
も
の
で
あ
る
。

公
社
住
宅
の
家
賃
は
、
地
方

住
宅
供
給
公
社
法
施
行
規
則
に

基
づ
き
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
住
民
の
生
活

の
安
定
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
陳
情

を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告

に
賛
成
す
る
。

反
対

反
対

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

森
田
　
久
夫
　
議
員

新
規
入
居
者
の
募
集
家
賃
は

毎
年
度
の
市
場
家
賃
調
査
に
よ

り
決
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
既

に
居
住
し
て
い
る
方
の
家
賃
改

定
は
３
年
ご
と
で
あ
る
。
新
規

入
居
者
の
家
賃
の
方
が
安
く
な

る
現
象
は
、
市
場
家
賃
調
査
の

討
　
　
　
論

本
会
議
で
の
採
決
に
先
立
ち
、討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

賛
成

昭
島
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
可
決
と
す
る
委
員
長
報
告

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の
家
賃
引
き
下
げ
に

関
す
る
陳
情
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告
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質
問　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
こ
と
に
よ
る
２
０
２

５
年
問
題
解
決
に
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重

要
で
あ
る
。
地
域
共
生
社
会
の

構
築
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

答
弁　

地
域
に
お
け

る
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
最
大
限
に
活

用
し
、
住
民
主
体
の

我
が
事
・
丸
ご
と
の

地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

質
問　

市
内
に
は
市
民
が
集
う

サ
ロ
ン
が
75
か
所
あ
り
、
こ
う

し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

自
主
的
な
つ
な
が
り
の

中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
積
極
的

な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
、
ア

ッ
キ
ー
＆
ア
イ
ラ
ン
、
ち
か
っ

ぱ
ー
の
商
標
戦
略
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
考
え
は
。

答
弁　

ア
ッ
キ
ー
＆
ア
イ
ラ
ン

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ア
キ
シ
マ

ク
ジ
ラ
学
名
付
与
事
業
の
展
開
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
ち
か

っ
ぱ
ー
の
活
用
を
通
じ
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
知
名
度
を
高
め
た

上
で
、
よ
り
効
果
的
な
商
標
戦

略
の
展
開
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

今
後
導
入
さ
れ
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
使
途
は
。

答
弁　

市
内
に
は
森
林
が
な
い

こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
教
育
、

山
間
部
の
市
町
村
と
連
携
し
た

森
林
整
備
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

自
治
体
が
取

り
組
む
持
続
可
能
な

開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、

①
取
り
組
み
状
況
は
。

②
第
六
次
総
合
基
本
計
画
策
定

の
際
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

ん
で
は
。

答
弁　

①
庁
内
の
情
報
共
有
を

図
り
、
時
期
を
捉
え
て
市
民
に

情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
よ
り
効
果
的
か
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

で
あ
る
独
居
高
齢
者
に
つ
い
て
、

①
市
内
の
世
帯
数
は
。
②
市
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
生
活
を
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
る
の
か
。
③
団

塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
高
齢
者
と
な

る
２
０
４
０
年
に
向

け
た
対
応
は
。

答
弁　

①
平
成
27
年

実
施
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
５
千
682
世

帯
、
世
帯
数
全
体
に
占
め
る
割

合
は
11.8
％
で
あ
る
。
②
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
核
と
な

り
相
談
を
行
い
、
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。
③
２
０
２
５
年
に

向
け
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
生
活
支
援
を
一
体
的
に

提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
に
努
め
て
お
り
、

こ
れ
は
２
０
４
０
年
に
も
つ
な

が
る
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
サ
ロ

ン
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
る
場
の
提
供
を
目
的
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し

て
い
る
。
特
に
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

情
報
が
地
域
ま
で
届
い
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
最
新
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
広
報
あ
き
し

ま
と
一
緒
に
全
戸
配
布
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
い
、
周
知

を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

全
戸
配
布
は
財
政
面
な

ど
の
課
題
が
多
く
、
困
難
性
が

あ
る
が
、
大
切
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
広
く

市
民
へ
の
普
及
に
つ
な
が
る
手

法
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

高
齢
者
が
体
力
の
低
下

な
ど
を
理
由
に
、
自
治
会
を
退

会
す
る
こ
と
が
あ
る
。
独
居
高

齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
に
限

定
し
た
準
会
員
制
度

を
設
け
、
役
員
免
除

等
を
行
う
こ
と
で
自

治
会
へ
の
参
加
を
促

す
考
え
は
。

答
弁　

市
と
自
治
会

連
合
会
が
連
携
し
た
地
域
力
向

上
委
員
会
に
お
い
て
、
役
員
の

免
除
や
会
費
減
額
な
ど
の
高
齢

者
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
叫
ば
れ
る
中
、
社
会
保
障

を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く

か
は
喫
緊
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
膨
れ
上
が
る
社
会
保
障
費

に
つ
い
て
、
歳
入
の
確
保
と
歳

出
の
抑
制
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

予
防
重
視
の
施
策
に
移

行
し
な
が
ら
、
更
な
る
歳
入
の

確
保
と
歳
出
の
削
減

に
努
め
、
社
会
保
障

制
度
の
安
定
的
な
運

営
を
図
り
、
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
。

質
問　

外
国
人
登
録

法
廃
止
に
よ
り
外
国
人
の
健
康

保
険
加
入
対
象
者
が
増
加
し
て

い
る
。
市
内
外
国
人
に
つ
い
て
、

①
国
保
加
入
率
は
。
②
出
産
一

時
金
の
支
給
件
数
の
割
合
と
本

国
で
の
出
産
へ
の
支
給
件
数
は
。

答
弁　

①
被
保
険
者
に
占
め
る

割
合
で
、
平
成
29
年
の
１
年
間

平
均
で
約
3.9
％
。
②
29
年
度
で

は
約
4.8
％
。
海
外
で
の
出
産
に

対
す
る
支
給
は
１
件
。

質
問　

九
州
本
島
よ
り
も
広
い

土
地
が
所
有
者
不
明
と
な
っ
て

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
①

所
有
者
不
明
土
地
の
問
題
へ
の

認
識
は
。
②
市
内
の
状
況
は
。

③
正
確
な
調
査
を
行
い
、
今
後

の
対
策
に
備
え
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

①
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
相
続
件
数
の
増
加
に
伴
い
、

現
状
の
法
制
度
で
は
増
加
傾
向

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
②

28
年
度
の
課
税
対
象
地
で
合
計

10
筆
、
833
㎡
。
③
国
に
お
い
て

は
、
所
有
者
不
明
土
地
等
の
対

策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

に
基
づ
き
推
進
す
る
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
情
報

収
集
に
努
め
、
対
応

し
て
い
く
。

質
問　

崖
線
の
民
有

地
に
つ
い
て
樹
木
の

管
理
や
土
砂
災
害
等

の
危
機
管
理
上
か
ら

寄
附
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
弁　

寄
附
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
申
し

出
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
個

別
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

所
有
者
の
方
と
慎
重
に
協
議
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

公
共
事
業
工
事
に
つ
い

て
、
①
基
本
的
な
考
え
と
取
り

組
み
は
。
②
国
や
都
の
交
付

金
・
補
助
金
は
、
交
付
申
請
し
、

審
査
完
了
後
、
交
付

決
定
を
受
け
る
と
い

う
流
れ
と
の
こ
と
だ

が
、
交
付
決
定
を
早

め
る
よ
う
国
や
都
へ

積
極
的
に
働
き
か
け

る
べ
き
と
考
え
る
。
工
事
実
施

期
間
の
平
準
化
に
向
け
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　

①
豊
か
な
市
民
生
活
の

基
礎
と
な
る
都
市
基
盤
整
備
や

都
市
機
能
の
充
実
を
図
り
、
昭

島
ら
し
さ
の
あ
る
景
観
の
保
全

や
創
造
に
努
め
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
よ
り
良
い
品
質
で
適
正

な
価
格
を
念
頭
に
公
共
事
業
工

事
を
進
め
て
い
る
。
②
都
の
建

設
局
で
は
、
上
半
期
ま
で
に
予

定
件
数
の
50
％
以
上
の
契
約
を

目
指
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組

み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
早
期
発
注
を
心
が
け
、
工

事
の
平
準
化
に
取
り
組
む
。

質
問　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援

に
つ
い
て
、
①
核
家
族
化
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
就

業
形
態
の
多
様
化
、
保
育
所
の

待
機
児
童
な
ど
、
今
日
の
子
育

て
を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
・
環

境
の
中
、
基
本
的
な
考
え
は
。

②
今
年
の
４
月
１
日
の
市
内
待

機
児
童
数
は
35
人
で
、
昨
年
の

17
人
よ
り
増
え
て
い
る
。
待
機

児
童
の
現
状
は
。
③
待
機
児
童

解
消
に
向
け
実
施
し
た
施
策
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

答
弁　

①
待
機
児
童
の
解
消
、

地
域
子
育
て
の
支
援
、
多
様
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を

図
り
、
子
育
て
し
た
い
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
。
②
未
就
学
児

童
数
に
対
す
る
保
育

施
設
入
所
児
童
数
の

割
合
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
後
、
潜

在
的
な
保
育
需
要
も
想
定
さ
れ

る
。
③
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
に
よ
り
、
保
育
所
の
定

員
数
を
約
360
人
増
、
施
設
数
を

８
施
設
増
と
し
た
こ
と
は
、
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
点
と
考
え
る
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

夏の空と風鈴

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

三
田 

俊
司

議
員

膨
れ
上
が
る
社
会
保
障
費
に

ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か

無

会

派	

南
雲 

隆
志

議
員

公
共
事
業・子
育
て
支
援

に
つ
い
て
問
う

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

山
本 

一
彦

議
員

シ
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